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資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスク 

2025年 11月 28日公表 

目 的 

1. 本文書は、サステナビリティ（気候）関連のリスク及び機会のうち、翌年次報告期間において、関
連する財務諸表に計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリス
クがあるものに関する開示を行うにあたり、参考となる情報を提供することを目的としています。 

 

キーワード 
資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスク 
 
何が求められているのか 

2. SSBJ基準では、一般基準においてサステナビリティ関連のリスク及び機会に関する財務的影響を
開示することを求めています。 

第 16 項(1)及び(2)[財務的影響の開示に関する定め]について、具体的には、次の事項に関
する定量的及び定性的情報を開示しなければならない。（一般基準第 17項(1)及び(2)） 

(1) サステナビリティ関連のリスク及び機会が、当報告期間において、企業の財政状態、財務業
績及びキャッシュ・フローに与えた影響 

(2) (1)のサステナビリティ関連のリスク及び機会のうち、翌年次報告期間において、関連する財
務諸表に計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスクが
あるもの 

3. 気候基準においても同様に開示することを求めています。 

第 21 項(1)及び(2)[財務的影響の開示に関する定め]について、具体的には、次の事項に関
する定量的及び定性的情報を開示しなければならない。（気候基準第 22項(1)及び(2)） 

(1) 気候関連のリスク及び機会が、当報告期間において、企業の財政状態、財務業績及びキ
ャッシュ・フローに与えた影響 

(2) (1)の気候関連のリスク及び機会のうち、翌年次報告期間において、関連する財務諸表に
計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスクがあるもの 

4. 上記の要求事項は、IFRS S1 号では「翌年次報告期間中に関連する財務諸表で報告される
資産及び負債の帳簿価額に重要性がある修正が生じる重大なリスクがある」とされていますが、こ
れは IFRS会計基準における IAS第8号第31A項の要求事項と整合していると考えられます。 

5. IAS第 8号第 31A項は、2024年 4月に IFRS第 18号が公表されたことに伴い、IAS第 1
号第 125 項の規定を引き継いだものです。なお、IFRS 第 18 号の公表による内容の変更はな
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いものと考えられます。 

6. SSBJ基準では、IAS第 1号第 125項を参考に開発された企業会計基準第 31号「会計上
の見積りの開示に関する会計基準」の定めと整合させた表現としていますが、その趣旨について
IFRS S1号との間に差異を設けることを意図していません（一般基準 BC41項）。 

7. また、SSBJ 基準における「重要性がある影響を与える重大なリスク」とは、必ずしも企業にとって
不利なものに限らず、有利なものも含まれると考えられます。なお、有利なものとは、例えば、繰延
税金資産の回収可能性や引当金の見積りにおいて、実績との差額が有利となる場合が考えられ
ます。 

 
なぜ開示が求められているのか 

8. 企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み得るサステナビリティ（気候）関連のリスク及び
機会の財務的影響を把握するために、SSBJ 基準では、現在の財務的影響と予想される財務
的影響の両方を開示することを求めています（一般基準第 16項及び気候基準第 21項）。 

9. SSBJ 基準が開示を求める現在の財務的影響は、金額的に重要性がある場合には、通常、財
務諸表に反映されているものと考えられます。 

10. 一方で、財務諸表に計上される資産及び負債の中には、その帳簿価額を算定するにあたり、不
確実な将来の事象が報告期間の末日において当該資産及び負債に与える影響の見積りが必
要となる場合があると考えられます。 

11. この点、企業会計基準第 31 号では、見積りの基礎となる情報が財務諸表作成時にどの程度
入手可能であるかはさまざまであり、その結果、財務諸表に計上される資産及び負債の金額の
不確実性の程度もさまざまとなることから、財務諸表に計上した金額のみでは、当該金額が含ま
れる項目が翌年次報告期間に影響を及ぼす可能性があるかどうかを、利用者が理解することは
困難であるとされています。 

12. このため、報告期間の末日における仮定及びその他の見積りの不確実性に関する情報は、利用
者にとって有用な情報であると考えられることから、翌年次報告期間において、関連する財務諸
表に計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスクがあるものの
開示が求められると考えられます。 

 
どのような開示が求められているのか 

13. サステナビリティ（気候）関連のリスク又は機会が、財務諸表において報告された資産及び負債
の帳簿価額について、翌年次報告期間内に重要性がある修正が生じる重大なリスクをもたらす
可能性がある状況は、影響の金額的規模及びその発生可能性を総合的に勘案して判断するも
のと考えられます。 
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14. 例えば、有形固定資産の回収可能価額の見積りには、キャッシュ・フロー若しくは用いた割引率に
対するリスク調整又はコストに影響を与える価格の将来の変動などの項目に関する仮定が必要と
なり、重大な見積りの不確実性に晒されている場合があると考えられます。 

15. したがって、これらの重大な見積りの不確実性が、翌年次報告期間において、関連する財務諸
表に計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える重大なリスクをもたらす可
能性がある場合には、開示を行うことが考えられます。 

 
設 例 

設例は、SSBJ 基準の定めについて理解を深めるために参考として示す一例であり、各企業の実情
等に応じて考慮事項は異なることにご留意ください。 

 
1. 前提 
(1) A社は加工食品の製造及び販売を行っており、複数の製造拠点を有している。 
(2) A社は気候関連の物理的リスクとして水害リスクを識別している。 
(3) 各拠点の水害リスクについて、外部評価ツール及びハザードマップ等を用いて評価を行い、P、Q、R

の 3拠点について水害リスクが高いと判断している。 
(4) 水害リスクが高いと判断された拠点の固定資産の合計は 5,000 百万円であり、気候関連の物理

的リスクに対して脆弱な資産として開示を行っている。 
(5) 当事業年度において、局地的な集中豪雨に伴う周辺河川の氾濫の影響により P 拠点に被害が

生じており、復旧費用 100百万円が発生した。 
(6) P 拠点において減損損失の計上が必要となる固定資産の物的損害及び中期的なキャッシュ・フロ

ーの棄損は生じていない。 
 

2. 開示例 

【財務的影響】 
当社は気候関連の物理的リスクとして水害リスクを識別しており、各拠点の水害リスクを評価し
た結果、P、Q、Ｒの 3拠点について水害リスクが高いと判断している。水害リスクが高いと判断
された拠点の固定資産の合計 5,000 百万円は、気候関連の物理的リスクに対して脆弱な
資産である。 
当事業年度において、局地的な集中豪雨に伴う水害による被害がP拠点で発生しており、復
旧費用 100 百万円を計上した。P 拠点において減損損失の計上が必要となる固定資産の
物的損害及び中期的なキャッシュ・フローの棄損は生じていない。したがって、翌事業年度にお
いて、関連する財務諸表に計上する資産及び負債の帳簿価額に重要性がある影響を与える
重大なリスクは認識していない。 
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関連する SSBJハンドブック 

 「財務的影響の開示と財務諸表との関係」 

 「産業横断的指標等（気候関連の移行リスク、気候関連の物理的リスク及び気候関連の機
会）に関する開示」 

 

SSBJ基準の定めは、重要性がない項目に対して
適用する必要はないことにご留意ください。 

 
以 上 


